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Tokyo Kasei     2023塾
《専門講座》保育者編

会　場 東京家政大学狭山校舎 時　間 各回10：00～12：10　120分（休憩10分）
受講料 各回《一般》3,000円　 《本学学生》1,500円　※申込受付後、振込用紙を郵送いたします。
 （別途、事務手数料として300円負担となります。）
定　員 各回30名　　　　対　象　保育士、幼稚園教諭、保育教諭等
持ち物　筆記用具　飲み物

申込締切
各講座の2週間前

TEL 04-2955-6959　FAX 04-2955-6929　E-mail chiikioubo@tokyo-kasei.ac.jp
URL https://www.tokyo-kasei.ac.jp/society/commulic/index.html

〒350-1398  埼玉県狭山市稲荷山2-15-1

Tokyo Kasei塾 2023

受講申込書
お 名 前

ご 住 所　
〒

ふりがな

年齢

勤務先名 所属

〈在学生〉 学部　　　　　　　　　学科　　　学年

電話番号
　（勤務先または自宅）

　　　　　（携帯）

希望講座名番号

（受付時間／平日 9:00～17:00   土曜 9:00～12:00）

応募
フォーム

※必要事項を記入の上、右記QRコードまたはメール・FAX・郵送にてお申込みください。お電話
でのお申込みは受付けておりません。
※メールにてお申込みの場合、メール受信後に当センターより確認の返信をいたします。返信がな
い場合は、お電話にてお問合わせください。

大学HP

主催：東京家政大学地域連携推進センター　後援：狭山市保育幼稚園課・入間市保育幼稚園課

子ども主体の保育を考える
Part 2 保育の質を高める取り組み

1講座
10/14土
申込締切
9/30土

保育の質を高める自己評価
～楽しく手ごたえのある保育実践のために～

小櫃  智子 東京家政大学子ども支援学科教授主任講師

2講座
11/11土
申込締切
10/21土

職員の資質向上・人材育成
～育ち合い高め合う職場づくり～

和田  明人 東京家政大学子ども支援学科教授講　　師

3講座
11/18土
申込締切
11/4土

保育におけるこどもの権利擁護

千葉  弘明 東京家政大学子ども支援学科准教授講　　師

4講座
12/2土
申込締切
11/18土

対人援助の鍵を握る
̶保育士の聴く力と観察力の向上を目指すコミュニケーションスキル研修̶

岩崎  雅美 東京家政大学子ども支援学科准教授講　　師



東京家政大学子ども支援学部子ども支援学科教授
専門は保育学・幼児教育学。研究課題は保育者の専門性及び保育者養成教育に関する研究。また、保育現場とともに質の高い保育を目指して、
保育者の成長を支える研修等に力を入れている。主な社会活動として練馬区子ども子育て会議副会長(H29～）、北区保育所園内研究研修講師
（H27～）、板橋区保育所公開保育研修講師（R1）、他

保育における自己評価の意義や取り組みの基本を講義します。そのうえで、楽しく手ごたえのある保育実践につながる自己評価の
取り組みについて、演習を通して受講生同士で学び合います。

保育の質を高める自己評価
～楽しく手ごたえのある保育実践のために～

小櫃  智子

Profile

概　要

★申込受付後、振込用紙を郵送いたしますので、期日までに
コンビニエンスストアでご入金をお願いいたします。
※銀行・郵便局でのご入金はできませんのでご注意ください。
★当日キャンセルの場合は、受講料の返金はいたしませんので、
ご了承ください。その他キャンセルによる返金等につきまし
ては、ホームページをご覧ください。
★講師の都合によりやむを得ず休講にする場合は、後日補講
を実施いたします。また、交通機関の運休・悪天候の場合
は休講となることもあります。詳細はお問合わせください。
★個人情報は、公開講座以外の目的には使用いたしません。
★その他、注意事項など詳細はホームページをご覧ください。

受講について
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＊JR川越線、東武東上線、西武新宿線をご利用の場合
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お車でのご来校はご遠慮ください。
ご協力お願いいたします。

おびつ ともこ

TokyoKasei塾2023後期　保育者編 A案 校了ウラ面

1講座
10/14土

Profile

概　要

東京家政大学子ども支援学部子ども支援学科教授
初任から短期大学で14年間、前任の大学では17年間、そして昨年の春からは東京家政大学の教員として、これまで保育者養成教育に携わっ
て参りました。現在、高齢者介護施設を運営する社会福祉法人と、保育所を運営する社会福祉法人のそれぞれの理事長職を務めております。
保育現場と保育者養成校の実働を協働にするための方略を模索中です。

日々の保育実践の過程の中で、子どもの姿やその行為の意味をともに味わい、発見していくことから保育実践からの“学び”が生
まれます。そして、職員の力量もそれぞれの見方を出し合い、振り返り合い、語り合う中で高められていきます。本講座では、同
僚の価値観や子どもへの思いに共鳴しながら語り合う協働的な省察の意義と実際を学びます。

職員の資質向上・人材育成
～育ち合い高め合う職場づくり～

和田  明人
わだ あきひと

2講座
11/11土

東京家政大学子ども支援学部子ども支援学科准教授
保育士養成校の教員として20年が経ちました。現在は東京家政大学子ども支援学部に所属し、主に保育実習指導（施設）、子ども家庭福祉、
社会的養護概論を担当しています。質の高い保育士養成を目指した効果的な施設実習の教授法、保育士における保育倫理の捉え方や倫理綱領
の活用方法などを研究しています。これからの研究課題としてはチルドレンファースト（子ども最善の利益）を目指した施設支援について取
り組みたいと思っています。

近年「こども基本法」の制定や「こども家庭庁」の設置により、こどもを取り巻くあらゆる環境において、こどもの権利擁護に関
する取り組みが必要になっています。当然、保育現場でも、こどもの権利擁護に関する取り組みとしてこどもの最善の利益を優先
した保育実践などがこれまで以上に求められています。そこで、保育におけるこどもの権利擁護の取り組みとして、保育者がこど
もにどのような配慮が必要なのか、どのような意識の基に保育を実践すべきかを考えたいと思います。

保育におけるこどもの権利擁護千葉  弘明

Profile

概　要

ちば ひろあき
3講座

11/18土

東京家政大学子ども支援学部子ども支援学科准教授
社会福祉士、介護支援専門員。講義では、「社会福祉概論」「子どもとソーシャルワーク」「子育て支援」を担当。社会的活動としては、「入間市まち・
ひと・しごと有識者会議」「飯能市男女共同参画審議会」、かながわ福祉人材研修センター主催「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程中堅
職員コース」「チームリーダーキャリアパス研修（保育分野）「新任民生委員・児童委員研修」等に携わっている。著書に「保育・教育ネオシリー
ズ8 社会福祉援助技術」同文書院共著、「社会福祉援助技術」光性館共著他。

この研修では、実践的なワークショップやグループディスカッションを通じて、対人援助におけるコミュニケーションスキルを磨
くことを目的とします。成功事例の共有やケーススタディの分析を通じて、現場での応用力を高めることがねらいです。ぜひ、こ
の研修にご参加いただき、保育士としての対人援助の鍵を握るスキルを身につけましょう。お申し込みお待ちしております。

対人援助の鍵を握る
̶保育士の聴く力と観察力の向上を目指すコミュニケーションスキル研修̶

岩崎  雅美

Profile

概　要

いわさき まさみ
4講座

12/2土


